
オプトアウト規定による個人データの第三者提供の届出（オプトアウト届出）について

 個人情報保護法第２７条第２項に基づくオプトアウト規定により個人データを第三者に提供しようとする者

は、一定事項について、あらかじめ、本人に通知し、又は本人が容易に知り得る状態に置くとともに、

個人情報保護委員会へ届け出ることが必要です。

 以上により届け出た事項については、インターネット等の方法により、公表しなければなりません。また、

個人情報保護委員会においても当該事項を同委員会のウェブページ上で公表します。

【届出・公表が必要な事項】 ※個人情報保護法第２７条第２項、個人情報の保護に関する法律施行規則第１１条第４項及び第１４条

①オプトアウト規定により個人データを第三者に提供しようとする者の氏名又は名称及び住所並びに法人等
の代表者の氏名

②第三者への提供を利用目的とすること

③第三者に提供される個人データの項目

④第三者に提供される個人データの取得の方法

⑤第三者への提供の方法

⑥本人の求めに応じて第三者への提供を停止すること

⑦本人の求めを受け付ける方法

⑧その他個人の権利利益を保護するために必要なものとして個人情報保護委員会規則で定める事項

・第三者に提供される個人データの更新の方法

・個人データの第三者への提供を開始する予定日

ご質問、ご相談があれば以下までご連絡ください。

【個人情報保護法相談ダイヤル】 電話：０３－６４５７－９８４９ 受付時間：９：３０～１７：３０（土日祝日及び年末年始を除く）
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